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1. 本書の内容に関しては、将来予告無しに変更することがあります。 
2. 本取扱説明書の全部又は一部を無断で複製することはできません。 
3. 本書内に記載されている製品名等の固有名詞は各社の商標又は登録商標です。 
4. 本書内において、万一誤り、記載漏れなどお気付きのことがありましたらご連絡ください。 
5. 運用した結果の影響について、責任を一切負いかねます。 
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1. はじめに 
Mirror 5250 ﾀｰﾐﾅﾙｴﾐｭﾚｰﾀ(以下、CipherNet-5250)は、別名 CipherNet-5250 としても広く認知されている

CipherLab ﾓﾊﾞｲﾙﾀｰﾐﾅﾙ向けのﾀｰﾐﾅﾙｴﾐｭﾚｰｼｮﾝｿﾌﾄｳｪｱです。CipherLab OS を搭載した全て 8 ｼﾘｰｽﾞﾓﾊﾞｲﾙﾀｰﾐﾅﾙ(以
下、ﾀｰﾐﾅﾙ)で動作し、無線 LAN(802.11b/g)及び GPRSを通したﾜｲｱﾚｽ telnet ｴﾐｭﾚｰｼｮﾝ環境を提供します。 
 
ｿﾌﾄｳｪｱﾊﾟｯｹｰｼﾞは、CipherNet ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(*.exe)と各ﾀｰﾐﾅﾙに対応するﾗﾝﾀｲﾑｴﾝｼﾞﾝ(*.shx)で構成されています。

ﾕｰｻﾞｰは、CipherNet-5250 ﾗﾝﾀｲﾑｴﾝｼﾞﾝをｲﾝｽﾄｰﾙしたﾀｰﾐﾅﾙを使用することで、時間を費やすことなく IBM AS/400
など5250ｴﾐｭﾚｰｼｮﾝに対応したﾎｽﾄｺﾝﾋﾟｭｰﾀにtelnetｸﾗｲｱﾝﾄ接続し、ﾎｽﾄｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの利用が可能になります。 
これにより、ﾀｰﾐﾅﾙはﾎｽﾄｺﾝﾋﾟｭｰﾀの入力端末となり、収集ﾃﾞｰﾀや入力ﾃﾞｰﾀをﾎｽﾄｺﾝﾋﾟｭｰﾀに送信できます。同時にﾀｰﾐ

ﾅﾙは、ﾎｽﾄｺﾝﾋﾟｭｰﾀの出力端末としても動作し、ﾎｽﾄｺﾝﾋﾟｭｰﾀのｽｸﾘｰﾝを自身のｽｸﾘｰﾝに表示します。残念ながらﾀｰﾐﾅﾙ

のｽｸﾘｰﾝｻｲｽﾞは、実際の端末と比べて非常に小さいため、CipherNet-5250 では、ﾎｽﾄｽｸﾘｰﾝのﾘﾌｫｰﾏｯﾄを行う幾つ

かのﾕﾆｰｸな機能を提供しています。 
 
下記に CipherNet-5250の主な特徴を列挙します。 
 

 CipherNet-5250は、5250 ﾀｰﾐﾅﾙｴﾐｭﾚｰｼｮﾝをｻﾎﾟｰﾄ 
 ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ又は RFID ﾀｸﾞの読取ﾃﾞｰﾀを自動的にﾎｽﾄｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝの入力ﾌｨｰﾙﾄﾞに入力 
 ｺﾝﾌｨｸﾞﾚｰｼｮﾝﾌｧｲﾙ(.net)の保存により、環境の複製が容易 
 ｶｰｿﾙﾄﾗｯｷﾝｸﾞ, ｵｰﾄｻｲﾝｲﾝなどをｻﾎﾟｰﾄ 
 ｷｰﾏｯﾋﾟﾝｸﾞをｻﾎﾟｰﾄ 
 ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞ/RFID ﾘｰﾀﾞの制御が可能 
 ﾋﾞｰﾌﾟ/ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀの制御が可能 
 多言語対応 
 ﾎｽﾄｽｸﾘｰﾝｷｬﾌﾟﾁｬとﾘﾌｫｰﾏｯﾄをｻﾎﾟｰﾄ(有償ｵﾌﾟｼｮﾝ) 

 
本章をお読みになり、CipherNet-5250の世界をお楽しみください。CipherNet-5250がお客様の業務改善にお

役に立てることを願っております。この度は、CipherNet-5250 及び CipherLab ﾓﾊﾞｲﾙﾀｰﾐﾅﾙをお選び頂き誠に

ありがとうございました。 
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2. はじめてみましょう 
弊社 WEB ｻｲﾄ(www.e-welcom.com)からﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞされたﾊﾟｯｹｰｼﾞﾌｧｲﾙ CipherNet-5250.ZIP を任意のﾌｫﾙﾀﾞに解

凍し、下記の手順でﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを立ち上げてみてください。 
 
1. CipherNet-5250.exeをﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸして実行します。 
2. ﾗｲｾﾝｽ同意ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが表示されれば、｢OK｣をｸﾘｯｸします。 
3. ﾒﾆｭｰから｢Utilities｣…｢Download Program｣を選択し、CipherNet-5250 ﾗﾝﾀｲﾑｴﾝｼﾞﾝをﾀｰﾐﾅﾙにﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ

します。 
 

     
 
ﾗﾝﾀｲﾑｴﾝｼﾞﾝﾌｧｲﾙ名 ﾀｰﾐﾅﾙ型式 
80xx-5250.shx 8071 
82xx-5250.shx 8330/8370 
83xx-5250.shx 8230 
84xx-5250.shx 8400/8470 
85xx-5250.shx 8500/8570/8580/859 
 
7+9を押しながらﾀｰﾐﾅﾙの電源を立ち上げ、｢System Menu｣を表示し、｢Load Program｣を選択します。 
 

4. ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾀﾞｳﾝﾎﾞｯｸｽでご使用になるﾀｰﾐﾅﾙ型式を選択します。画面には、各設定のﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値が表示されます。 
 

    
 
 

+/-記号をｸﾘｯｸすると、詳細表示のｵﾝ/ｵﾌ
が行えます。 
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5. ﾒﾆｭｰから｢Utilities｣…｢Configure｣を選択し、設定の変更を行います。変更した内容に添って、画面表示も

更新されます。 
 

    
 

6. 変更が終了すれば、ﾒﾆｭｰから｢File｣…｢Save｣又は｢Save As｣を選択し、ｺﾝﾌｨｸﾞﾚｰｼｮﾝﾌｧｲﾙの保存を行います。 
7. ﾒﾆｭｰから｢Utilities｣…｢Download Settings｣を選択し、現在編集中のｺﾝﾌｨｸﾞﾚｰｼｮﾝﾌｧｲﾙをﾀｰﾐﾅﾙにﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ

します。ﾀｰﾐﾅﾙ側は、CipherNet-5250 ﾗﾝﾀｲﾑﾒﾆｭｰから｢2.Utilities｣…｢8.Download｣を選択します。 
 

    
 

8. ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞが完了すれば、CipherNet-5250 ﾗﾝﾀｲﾑﾒﾆｭｰの｢1.Telnet｣を選択し、新しい telnet ｾｯｼｮﾝを開始

します。 
 
ﾀｰﾐﾅﾙは、ｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄ経由でﾎｽﾄｺﾝﾋﾟｭｰﾀと接続します。ﾛｸﾞｲﾝが完了すれば、telnet ｾｯｼｮﾝを確立している間、

ﾎｽﾄｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝを使用することが可能になります。telnet ｾｯｼｮﾝを終了する場合は、ﾛｸﾞｵﾌをした後、ESCと FN
ｷｰを同時に押します。 

 
ﾀｰﾐﾅﾙのｽｸﾘｰﾝ最下行には、ｽﾃｰﾀｽを示す幾つかのｱｲｺﾝが表示されます。 
 

ｱｲｺﾝ 説明 

特殊ｷｰ 
Shift/Alt/FNが押されると、それに対応するｱｲｺﾝが表示されます。 
(8500 ｼﾘｰｽﾞﾀｰﾐﾅﾙのみ対応) 

ﾅﾋﾞｹﾞｰﾀ 
ﾀｰﾐﾅﾙｽｸﾘｰﾝとﾎｽﾄｺﾝﾋﾟｭｰﾀｽｸﾘｰﾝの相対関係を示すｸﾞﾗﾌｨｯｸｱｲｺﾝです。 
｢6. ｴﾐｭﾚｰﾀ設定｣を参照ください。 

ﾛｯｸ 

ﾛｯｸｱｲｺﾝは、許可されていない状態でﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰが押されたことを意味し、

｢Function key not allowed｣というﾒｯｾｰｼﾞをﾀｰﾐﾅﾙﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲに表示します。
 

 ESC ｷｰを押すと、ｱﾝﾛｯｸ状態になり、空ﾎﾞｯｸｽ(□)ｱｲｺﾝに表示が変わります。

ﾘｰﾀﾞ 

｢3.1. ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞ｣を参照ください。 
 

 空ﾎﾞｯｸｽ(□)ｱｲｺﾝは、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞと RFID ﾘｰﾀﾞの両方が無効であることを

意味します。 
 ﾊﾞｰｺｰﾄﾞｱｲｺﾝは、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞのみが有効であることを意味します。 
 ﾁｪｯｸﾎﾞｯｸｽ☒ｱｲｺﾝは、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞと RFID ﾘｰﾀﾞの両方が有効であることを

意味します。 
 点滅ｱｲｺﾝは、RFIF ﾘｰﾀﾞのみが有効であることを意味します。 

ｱﾝﾃﾅ ｱﾝﾃﾅｱｲｺﾝは、無線信号の強度を示します。 
ﾊﾞｯﾃﾘ ﾊﾞｯﾃﾘｱｲｺﾝは、ﾊﾞｯﾃﾘ残量を示します。 
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2.1. ﾒﾆｭｰ 
CipherNet-5250には、幾つかのﾒﾆｭｰが用意されており、各ﾒﾆｭｰ下にはｺﾏﾝﾄﾞがﾘｽﾄ化されています。 
 

ﾌｧｲﾙﾒﾆｭｰ 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞ 説明 
New ｺﾝﾌｨｸﾞﾚｰｼｮﾝﾌｧｲﾙを新規作成します。 
Open 保存されている既存のｺﾝﾌｨｸﾞﾚｰｼｮﾝﾌｧｲﾙを開きます。 
Save 編集中のｺﾝﾌｨｸﾞﾚｰｼｮﾝﾌｧｲﾙを上書き保存します。 
Save As 編集中のｺﾝﾌｨｸﾞﾚｰｼｮﾝﾌｧｲﾙに名前を付けて保存します。 
Exit CipherNet-5250を終了します。 

 
 

ﾕｰﾃｨﾘﾃｨﾒﾆｭｰ 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞ 説明 

Configure 

設定の編集を行います。詳細は、以下を参照ください。 
 3. ｼｽﾃﾑ設定 
 4. ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ設定 
 5. 無線 LAN設定 
 6. ｴﾐｭﾚｰｼｮﾝ設定 
 7. ｽｸﾘｰﾝ設定 
 8. FPRS設定 

Download settings 編集中の設定(ｺﾝﾌｨｸﾞﾚｰｼｮﾝﾌｧｲﾙ)をﾀｰﾐﾅﾙにﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞします。 
Download Program ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾌｧｲﾙ(.shx)をﾀｰﾐﾅﾙにﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞします。 

 
 USB ﾊﾞｰﾁｬﾙ COM ｲﾝﾀｰﾌｨｽ経由でｺﾝﾌｨｸﾞﾚｰｼｮﾝﾌｧｲﾙやﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾌｧｲﾙをﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞする場合、ﾎﾞｰﾚｰﾄの設定は意味を持

ちませんので、適当な値を選択してください。 
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telnetﾒﾆｭｰ 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞ 説明 
Connect ﾎｽﾄｺﾝﾋﾟｭｰﾀに接続します。 
Disconnect ﾎｽﾄｺﾝﾋﾟｭｰﾀとの接続を切断します。 
Start Capture ﾎｽﾄｾｯｼｮﾝｽｸﾘｰﾝのｷｬﾌﾟﾁｬを開始します。 
Capture 現在のﾎｽﾄｾｯｼｮﾝｽｸﾘｰﾝをｷｬﾌﾟﾁｬします。 
Stop Capture ﾎｽﾄｾｯｼｮﾝｽｸﾘｰﾝのｷｬﾌﾟﾁｬを終了します。 

 
 

ﾍﾙﾌﾟﾒﾆｭｰ 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞ 説明 
About CipherNetのﾊﾞｰｼﾞｮﾝ情報とｴﾝﾄﾞﾕｰｻﾞｰﾗｲｾﾝｽ同意文書を表示します。 
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2.2. ﾂｰﾙﾊﾞｰ 
ﾂｰﾙﾊﾞｰには、良く使う機能をﾜﾝｸﾘｯｸで実行できるｼｮｰﾄｶｯﾄｱｲｺﾝが表示されています。 
 

 
 

ｱｲｺﾝ 説明 

 

ｺﾝﾌｨｸﾞﾚｰｼｮﾝﾌｧｲﾙを新規作成します。 
｢File｣…｢New｣と同じです。 

 

保存されている既存のｺﾝﾌｨｸﾞﾚｰｼｮﾝﾌｧｲﾙを開きます。 
｢File｣…｢Open｣と同じです。 

 

編集中のｺﾝﾌｨｸﾞﾚｰｼｮﾝﾌｧｲﾙを上書き保存します。 
｢File｣…｢Save｣と同じです。 

 

設定の編集を行います。 
｢Utilities｣…｢Configure｣と同じです。 

 

編集中の設定(ｺﾝﾌｨｸﾞﾚｰｼｮﾝﾌｧｲﾙ)をﾀｰﾐﾅﾙにﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞします。 
｢Utilities｣…｢Download Settings｣と同じです。 

 

ﾎｽﾄｺﾝﾋﾟｭｰﾀに接続します。 
｢telnet｣…｢Connect｣と同じです。 

 

ﾎｽﾄｺﾝﾋﾟｭｰﾀとの接続を切断します。 
｢telnet｣…｢Disconnect｣と同じです。 

 

ﾎｽﾄｾｯｼｮﾝｽｸﾘｰﾝのｷｬﾌﾟﾁｬを開始します。 
｢telnet｣…｢Start Capture｣と同じです。 

 

現在のﾎｽﾄｾｯｼｮﾝｽｸﾘｰﾝをｷｬﾌﾟﾁｬします。 
｢telnet｣…｢Capture｣と同じです。 

 

ﾎｽﾄｾｯｼｮﾝｽｸﾘｰﾝのｷｬﾌﾟﾁｬを終了します。 
｢telnet｣…｢Stop Capture｣と同じです。 

 
対象となるﾀｰﾐﾅﾙ型式を選択します。 
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3. ｼｽﾃﾑ設定 
設定ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ(    又は｢Utilities…｢Configure｣)の System ﾀﾌﾞでﾀｰﾐﾅﾙのｼｽﾃﾑに関する設定を行います。 
 

 
 
ここで設定した値をﾀｰﾐﾅﾙにﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞすると、ﾀｰﾐﾅﾙはその設定値をﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値として適用します。但し、ｵﾍﾟﾚｰﾀは、

ﾀｰﾐﾅﾙのｼｽﾃﾑﾒﾆｭｰや CipherNet-5250 ﾗﾝﾀｲﾑﾒﾆｭｰから直接設定値を変更することもできます。 
 

該当するﾀｰﾐﾅﾙﾒﾆｭｰ 
ﾗﾝﾀｲﾑﾒﾆｭｰ 
Backlight ｢Runtime Menu｣…｢2.Utilities｣…｢4.Backlight｣ 
Baud Rate ｢Runtime Menu｣…｢2.Utilities｣…｢7.Baud Rate｣ 
Download Via ｢Runtime Menu｣…｢2.Utilities｣…｢8.Download｣ 
 
ｼｽﾃﾑﾒﾆｭｰ(7+9同時押しで電源ｵﾝ) 
Backlight ｢System Menu｣…｢2.Settings｣…｢2.Backlight Period｣ 
Power on ｢System Menu｣…｢2.Settings｣…｢3.Auto off｣ 
  ｢System Menu｣…｢2.Settings｣…｢4.Power On Options｣ 
Key Click ｢System Menu｣…｢2.Settings｣…｢5.Key Click｣ 

 

Power on 
ﾚｼﾞｭｰﾑ機能に関する設定 

Resume Program ﾚｼﾞｭｰﾑ機能をｵﾝにします。電源をｵﾝにすると、ﾀｰﾐﾅﾙは、電源がｵﾌになる直

前のｽｸﾘｰﾝから復帰します。 

Restart Program ﾚｼﾞｭｰﾑ機能をｵﾌにします。電源をｵﾝにすると、ﾀｰﾐﾅﾙは、常にﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑをﾘｽﾀ

ｰﾄします。 
 

自動電源ｵﾌ時間に関する設定 

Auto Power Off 
ここで設定された時間、ﾀｰﾐﾅﾙの操作が行われないと自動的に電源をｵﾌにし

ます。設定単位は、秒です。(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値 180秒) 
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Security 
最大 8文字迄のﾊﾟｽﾜｰﾄﾞを設定し、ﾀｽｸを保護することができます。ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄでは、ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞは設定されていません。 
権限のある管理者のみにﾀｽｸを実行させたい場合は、ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞを設定し、該当するﾀｽｸのﾁｪｯｸﾎﾞｯｸｽをﾁｪｯｸして保護を

行ってください。 
 

保護できるﾀｽｸに関する設定 

TCP/IP Settings TCP/IP に関する設定 CipherNet-5250 ﾗﾝﾀｲﾑﾒﾆｭｰの｢2.Utilities｣…
｢1.TCP/IP Settings｣がﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ保護されます。 

Emulation Settings ｴﾐｭｰﾚｼｮﾝに関する設定 CipherNet-5250 ﾗﾝﾀｲﾑﾒﾆｭｰの｢2.Utilities｣…
｢2.Emulation Settings｣がﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ保護されます。 

Set Date & Time 日付&時刻に関する設定 CipherNet-5250 ﾗﾝﾀｲﾑﾒﾆｭｰの｢2.Utilities｣…
｢3.Set Date & Time｣がﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ保護されます。 

Utilities Menu ﾕｰﾃｨﾘﾃｨﾒﾆｭｰ CipherNet-5250 ﾗﾝﾀｲﾑﾒﾆｭｰの｢2.Utilities｣下にある全て

の設定がﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ保護されます。 
 

 ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞは大文字･小文字の区別が行われます。 
 

Backlight 
ﾊﾞｯｸﾗｲﾄに関する設定 
Turn Off ﾊﾞｯｸﾗｲﾄを点灯しません。 
Turn On up on power up 電源ｵﾝ時にﾊﾞｯｸﾗｲﾄを点灯します。 

Turn off if idle for
ﾊﾞｯｸﾗｲﾄが自動的に消灯する迄の時間を 1~9の範囲で設定します。設定単位

は、10秒です。ここで設定された時間、ﾀｰﾐﾅﾙの操作が行われないと自動的

にﾊﾞｯｸﾗｲﾄを消灯します。(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値 20秒) 
 

Change Prompts and Messages 
CipherNet-5250 ﾗﾝﾀｲﾑに組み込まれているﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄやﾒｯｾｰｼﾞのｶｽﾀﾏｲｽﾞを行います。ﾌﾟﾙﾀﾞｳﾝﾒﾆｭｰでｶｽﾀﾏｲｽﾞを行い

たい項目を選択し、下段に表示されたﾒｯｾｰｼﾞの編集を行います。標準の英語表記から日本語表記への変更などが行

えます。 
 

 
 

 日本語などを使用する場合は、該当するｶｽﾀﾑﾌｫﾝﾄをﾀｰﾐﾅﾙにﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞする必要があります。 
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Download via & Baud Rate 
ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞﾊﾟﾗﾒｰﾀに関する設定 

Download via 

ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞを行うｲﾝﾀｰﾌｪｲｽを設定します。設定できるｲﾝﾀｰﾌｪｲｽは、ﾀｰﾐﾅﾙ型式

により異なります。 
 

8000/8300/8500 

 
 

8200/8400 

Baud Rate 

ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞを行うﾎﾞｰﾚｰﾄを設定します。USB-VCOM の場合は、ﾎﾞｰﾚｰﾄは意味

を持ちません。適当な値を設定してください。 
 

 
 

Key Click 
ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄでは、ﾀｰﾐﾅﾙのｷｰ(SCAN ｷｰ以外)が押されると、ｷｰｸﾘｯｸ音が鳴ります。ｷｰｸﾘｯｸ音を無効にしたい場合は、ﾁｪ

ｯｸを外します。 
 

Reset 
｢Reset｣ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸすると、全てのｼｽﾃﾑ設定がﾘｾｯﾄされﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値に戻ります。編集中だった設定は全てｸﾘｱされま

すので、ご注意ください。 
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4. ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ設定 
設定ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ(    又は｢Utilities…｢Configure｣)の Barcode ﾀﾌﾞでﾊﾞｰｺｰﾄﾞ及び RFIDに関する設定を行います。 
 

 
 
 

4.1. ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞ 
Reader type 
使用するﾀｰﾐﾅﾙに該当するﾘｰﾀﾞﾀｲﾌﾟを設定します。設定したﾘｰﾀﾞﾀｲﾌﾟにより、設定項目が変更されます。 
 

 
 

 間違ったﾘｰﾀﾞﾀｲﾌﾟで設定した内容をﾀｰﾐﾅﾙにﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞした場合、ﾀｰﾐﾅﾙは、正しいﾘｰﾀﾞﾀｲﾌﾟのﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値を採用

します。 
 

Reader Settings 
設定項目は、ﾘｰﾀﾞﾀｲﾌﾟにより異なります。運用にあった設定を行ってください。 
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Barcode Parameters 
設定項目は、ﾘｰﾀﾞﾀｲﾌﾟにより異なります。運用にあった設定を行ってください。 
 

 
 

 各ﾊﾞｰｺｰﾄﾞｼﾝﾎﾞﾙの詳細設定を行う場合は、｢more…｣ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸします。 
 

Code ID 
読取ﾃﾞｰﾀにｺｰﾄﾞIDを付加することが可能です。予め決められたｺｰﾄﾞIDｾｯﾄ1~5又は任意の文字列が設定可能です。 
 

 
 
 
 

 
 

ｺｰﾄﾞ ID ｾｯﾄ 1~5については、次頁を参照ください。 
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ﾊﾞｰｺｰﾄﾞｼﾝﾎﾞﾙ ｺｰﾄﾞ ID ｾｯﾄ 1 ｺｰﾄﾞ ID ｾｯﾄ 2 ｺｰﾄﾞ ID ｾｯﾄ 3 ｺｰﾄﾞ ID ｾｯﾄ 4 ｺｰﾄﾞ ID ｾｯﾄ 5 

ｺｰﾄﾞ 39 A C Y M A 

ｲﾀﾘｱﾝﾌｧｰﾏｺｰﾄﾞ A C Y M A 

ﾌﾚﾝﾁﾌｧｰﾏｺｰﾄﾞ A C Y M A 

ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙ 2/5 C H H H S 

ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 2/5 D I Z I S 

ﾏﾄﾘｸｽ 2/5 E G G G S 

ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ(NW7) F N X N F 

ｺｰﾄﾞ 93 I L L L G 

ｺｰﾄﾞ 128 H K K K C 
UPC-E S E C E E 

EAN-8(JAN-8) P B B FF E 
EAN-13(JAN-13) M A A F E 

UCP-A J A A A E 
MSI V V D P M 

UCC ｸｰﾎﾟﾝｺｰﾄﾞ G F I C C 

ｺｰﾄﾞ 11 K J J D H 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄ CC-A/B L X M J La 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄ CC-C N Y N O Lc 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄ TLC-39 O Z O R L2 
US Postnet h a s i X 
US Planet i b t j X 
UK Postal j c u k X 
日本郵便ｺｰﾄﾞ k d v l X 
PDF417 a O W T L 

MicroPDF417 b P V U L 
Data Matrix c Q U V d 
Maxicode d R T W U 
QR ｺｰﾄﾞ e S S X Q 
MicroQR f T R Y Q 
Aztec g U Q Z z 
IATA z z r h S 

Macro PDF417 p i a q L 
Macro MicroPDF417 q j b r L 
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4.2. RFIDﾘｰﾀﾞ 
ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値では、RFID ﾘｰﾀﾞは UIDのみを読み取る設定になっています。｢RFID Setting｣ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして設定ﾀﾞｲ

ｱﾛｸﾞを開きます。 
 

 
 

Data 
ﾃﾞｰﾀに関する設定 

Read UID RFID ﾀｸﾞの UID(Unique Identification)を読み取る場合は、ﾁｪｯｸをし

ます。 

Read Data 
RFID ﾀｸﾞのﾃﾞｰﾀを読み取る場合は、ﾁｪｯｸをします。読み取ったﾃﾞｰﾀから一

部を抽出したい場合は、抽出開始桁と抽出桁数をそれぞれ Start/Max Len
に設定します。 

Use Delimiter UID とﾃﾞｰﾀの間にﾃﾞﾘﾐﾀを付加したい場合は、ﾁｪｯｸをし、下のﾎﾞｯｸｽで任意

のﾃﾞﾘﾐﾀを設定します。 

Delay Before Reread 同一 RFID ﾀｸﾞの二重読み取りを防止するためのﾀｲﾏｰを 1~9999 の範囲で設

定します。設定単位は、100 ﾐﾘ秒です。(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値 400 ﾐﾘ秒) 
 

Working Mode 
動作ﾓｰﾄﾞに関する設定 

Toggle 
 

Controlｵﾌﾟｼｮﾝ : Always Enable 
ﾛｸﾞｲﾝすると、RFID ﾘｰﾀﾞは使用可能になります。但し、ｽｲｯﾁｷｰを押すまで

は、動作はしません。動作を停止する場合は、再度ｽｲｯﾁｷｰを押します。 
Controlｵﾌﾟｼｮﾝ : By 5250 Command 
ﾛｸﾞｲﾝすると、RFID ﾘｰﾀﾞは使用不可になります。RFID ﾘｰﾀﾞは、5250 ｺﾏﾝﾄﾞ

によって使用可能になります。後の動作は、上記と同じです。 
Hybrid ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞと RFID ﾘｰﾀﾞが同時に動作するﾃﾞｭｱﾙﾓｰﾄﾞです。 

 

Reading Mode 
動作ﾓｰﾄﾞに関する設定 

Trigger 
ﾄﾘｶﾞﾎﾞﾀﾝを押すと、読み取りを行うﾓｰﾄﾞです。Hybrid(ﾃﾞｭｱﾙ)ﾓｰﾄﾞでは、

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞと RFID ﾘｰﾀﾞが同時に読み取りを行い、先に読み取りが完了し

た方のﾃﾞｰﾀが採用されます。 

Continuous 常に読み取り状態となります。読み取り範囲内に同一ﾀｸﾞが存在し続けた場

合、それが取り除かれるまでそのﾃﾞｰﾀを読み取り続けます。 
 



CipherNet-5250 Terminal Emulator 
http://www.e-welcom.com 

pg. 18 
Copyright © 2011 WELCOM DESIGN KK 

4.3. ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄﾞ設定 

 
 

Input 
入力に関する設定 

Check Leading Code 

読取ﾃﾞｰﾀの先頭文字列照合ﾁｪｯｸを行う場合は、ﾁｪｯｸを入れて、照合文字列を

設定します。例えば、9と設定した場合、｢9876543210｣は読み取れますが、

｢1234567890｣は、ｴﾗｰとなり読み取れません。尚、先頭文字列照合ﾁｪｯｸは、

抽出(Read Partial Code)後のﾃﾞｰﾀに対して行われます。 
Check Code Length 読取ﾃﾞｰﾀの桁数をﾁｪｯｸする場合は、ﾁｪｯｸを入れて、桁数を設定します。 

Read Partial Code 

読取ﾃﾞｰﾀの抽出を行う場合は、ﾁｪｯｸを入れて、抽出開始位置(Start 
Position)と抽出桁数(Maximum Length)を設定します。例えば、抽出開

始位置(Start Position)を 3、抽出桁数(Maximum Length)を 5 に設

定した場合、読取ﾃﾞｰﾀ｢9876543210｣は、｢76543｣に抽出されます。 
 

Data 
ﾃﾞｰﾀに関する設定 

Add Prefix Code 読取ﾃﾞｰﾀの前方にﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽを付加する場合は、ﾁｪｯｸを入れて、ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽを設

定します。 

Add Suffix Code 読取ﾃﾞｰﾀの後方にｻﾌｨｯｸｽを付加する場合は、ﾁｪｯｸを入れて、ｻﾌｨｯｸｽを設定し

ます。 

Last Field Suffix 
最後の入力ﾌｨｰﾙﾄﾞﾃﾞｰﾀにｻﾌｨｯｸｽを付加する場合は、ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾀﾞｳﾝﾘｽﾄより設定

します。例えば、最後の入力ﾌｨｰﾙﾄﾞで自動的に ENTERを入力したい場合は、

ENTERを設定します。 

Other Field Suffix 
最後の入力ﾌｨｰﾙﾄﾞ以外のﾃﾞｰﾀにｻﾌｨｯｸｽを付加する場合は、ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾀﾞｳﾝﾘｽﾄよ

り設定します。例えば、次のﾌｨｰﾙﾄﾞへ自動的に進めたい場合は、NEXTを設

定します。 
 

ｸﾞｯﾄﾞﾘｰﾄﾞﾋﾞｰﾌﾟ/ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀに関する設定 

Beeper Sequence 
読み取りに成功した場合に鳴動するﾋﾞｰﾌﾟﾊﾟﾀｰﾝを設定します。設定は、ﾋﾞｰ

ﾌﾟ周波数と鳴動時間をﾍﾟｱで定義し、それぞれをｽﾍﾟｰｽで区切ります。(ﾃﾞｨﾌ
ｫﾙﾄ値 0E 05) 

Vibrator time(0.1s) 読み取りに成功した場合にﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀを動作させる時間を設定します。設定単

位は、100 ﾐﾘ秒です。(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値 0) 
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Alarm 
ｴﾗｰｱﾗｰﾑに関する設定 

Beeper Sequence 
ｴﾗｰが発生した場合に鳴動するﾋﾞｰﾌﾟﾊﾟﾀｰﾝを設定します。設定は、ﾋﾞｰﾌﾟ周波

数と鳴動時間をﾍﾟｱで定義し、それぞれをｽﾍﾟｰｽで区切ります。(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値
1E 07 00 05 1E 07) 

Vibrator time(0.1s) 
ｴﾗｰが発生した場合にﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀを動作させる時間を設定します。設定単位は、

100 ﾐﾘ秒です。(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値 0) 
 
 

4.4. Reset 
｢Reset｣ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸすると、全てのﾊﾞｰｺｰﾄﾞ設定がﾘｾｯﾄされﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値に戻ります。編集中だった設定は全てｸﾘｱされ

ますので、ご注意ください。 
 
 

4.5. ﾊｰﾄﾞｳｪｱﾃｽﾄ 
ﾌﾞｻﾞｰﾃｽﾄ 
1. ﾀｰﾐﾅﾙの電源を入れ、CipherNet-5250 ﾗﾝﾀｲﾑのﾒｲﾝﾒﾆｭｰを表示します。 
2. ｢2. Utilities｣…｢1. TCP/IP Settings｣を選択します。 

 

    
 

3. ﾀｰﾐﾅﾙ型式に合わせてﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰを押します。 
 
FN10  8400/8500 
FN0(FN+0)  8000/8200/8300 
 

4. 最後にﾃｽﾄをしたいﾋﾞｰﾌﾟﾊﾟﾀｰﾝを入力して、Enter ｷｰを押します。ﾃｽﾄを終了する場合は、ESC ｷｰを押します。 
 

ﾘｰﾀﾞﾃｽﾄ 
1. ﾀｰﾐﾅﾙの電源を入れ、CipherNet-5250 ﾗﾝﾀｲﾑのﾒｲﾝﾒﾆｭｰを表示します。 
2. ｢2. Utilities｣…｢3. Reader Test｣を選択します。 

 

    
 

3. ﾘｰﾀﾞの初期化が終われば、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞの読み取りが可能になります。ﾊﾞｰｺｰﾄﾞを読み取るとそのﾃﾞｰﾀとｺｰﾄﾞﾀｲﾌﾟ、

桁数が表示されます。ﾃｽﾄを終了する場合は、ESC ｷｰを押します。 
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5. 無線LAN設定 
設定ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ(    又は｢Utilities…｢Configure｣)の Wireless LAN ﾀﾌﾞで無線 LANに関する設定を行います。 
 

 
 
ここで設定した値をﾀｰﾐﾅﾙにﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞすると、ﾀｰﾐﾅﾙはその設定値をﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値として適用します。但し、ｵﾍﾟﾚｰﾀは、

ﾀｰﾐﾅﾙのｼｽﾃﾑﾒﾆｭｰや CipherNet-5250 ﾗﾝﾀｲﾑﾒﾆｭｰから直接設定値を変更することもできます。 
 

該当するﾀｰﾐﾅﾙﾒﾆｭｰ 
ﾗﾝﾀｲﾑﾒﾆｭｰ 
IP ｢Runtime Menu｣…｢2.Utilities｣…｢1.TCP/IP Settings｣ 
Host ｢Runtime Menu｣…｢2.Utilities｣…｢1.TCP/IP Settings｣ 
Power Saveing ｢Runtime Menu｣…｢2.Utilities｣…｢1.TCP/IP Settings｣ 
Login ｢Runtime Menu｣…｢2.Utilities｣…｢2.Emulation Settings｣ 
 
ｼｽﾃﾑﾒﾆｭｰ(7+9同時押しで電源ｵﾝ) 
IP ｢System Menu｣…｢8.Next Page｣…｢3.Wi-Fi Menu｣…｢2.Network Setting｣ 
 ｢System Menu｣…｢8.Next Page｣…｢3.Wi-Fi Menu｣…｢3.WLAN Setting｣ 
Security ｢System Menu｣…｢8.Next Page｣…｢3.Wi-Fi Menu｣…｢4.Security｣ 

 

IP 
ﾛｰｶﾙ IPに関する設定 

Enable DHCP Server 

DHCP ｻｰﾊﾞｰ機能をｵﾝにします。DHCP ｻｰﾊﾞｰをｵﾌにした場合は、以下の項目

を手動で設定する必要があります。(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値 ｵﾝ) 
 

 Subnet Mask(ｻﾌﾞﾈｯﾄﾏｽｸ) 
 Gateway(ｹﾞｰﾄｳｪｲ) 
 DNS Server(DNS ｻｰﾊﾞｰ) 
 Termial IP(ﾀｰﾐﾅﾙ IP ｱﾄﾞﾚｽ) 

Local Name ﾀｰﾐﾅﾙを識別するためのﾛｰｶﾙﾈｰﾑを設定します。 

SSID 
無線 LAN ﾈｯﾄﾜｰｸｸﾞﾙｰﾌﾟを識別するためのｻｰﾋﾞｽｾｯﾄ ID(SSID)をｾｯﾄします。

無線 LAN ﾈｯﾄﾜｰｸｸﾞﾙｰﾌﾟに属するためには、ｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄと同じ SSIDを設定し

なければいけません。SSIDは、最大 32文字まで設定可能です。 
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Host 
ﾎｽﾄ IPに関する設定 
Host IP or Name telnet ｾｯｼｮﾝを行いたいﾎｽﾄｺﾝﾋﾟｭｰﾀの IP ｱﾄﾞﾚｽ又は名前を設定します。 
Telnet Port telnet ﾎﾟｰﾄ番号を設定します。(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値 23) 

Keep Alive 

通常、telnet ｾｯｼｮﾝが確立されている間、ﾎｽﾄｺﾝﾋﾟｭｰﾀは、接続のを維持す

るため、ﾁｪｯｸﾊﾟｹｯﾄをﾀｰﾐﾅﾙに送信します。しかし、ﾎｽﾄｺﾝﾋﾟｭｰﾀが｢Keep 
session alive｣に設定されていないｹｰｽでは、ﾀｰﾐﾅﾙ側から自動的に一定

間隔でﾁｪｯｸﾊﾟｹｯﾄを送信することができます。送信価格の設定範囲は、0～
255で、設定単位は、分です。(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値 0<ﾁｪｯｸﾊﾟｹｯﾄ送信無し>) 

 

WIFI Setting 
WiFiに関する設定 
Wireless Interface ﾀｰﾐﾅﾙ型式により、WiFi、Bluetoothなどが設定可能です。 
Power Saving ﾊﾟﾜｰｾｰﾌﾞﾓｰﾄﾞをｵﾝにしたい場合は、ﾁｪｯｸします。 

 

Security 
ｾｷｭﾘﾃｨに関する設定 

Open System 
Share Key 

認証方法をｵｰﾌﾟﾝｼｽﾃﾑ又はｼｪｱｷｰの何れかに設定します。 
Open System(ｵｰﾌﾟﾝｼｽﾃﾑ認証) 
無線 LAN ﾃﾞﾊﾞｲｽからは資格情報無しに無線 LAN ｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄに認証依頼を行

い、無線 LAN ｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄは依頼された認証をそのまま受け入れます。そのた

め、基本的には認証は行われていないことになります。よって、暗号化が行

われていないﾈｯﾄﾜｰｸでは、ｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄの SSID を知っていれば、誰でもｱｸｾｽ

できることになります。 
Share Key(共有ｷｰ認証) 
無線 LAN ｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄと無線 LAN ﾃﾞﾊﾞｲｽはﾈｯﾄﾜｰｸ WEP ｷｰを用いたﾁｬﾝﾚｼﾞﾚｽﾎﾟ

ﾝｽ認証を行います。 

WEP 

WEP ｷｰ(暗号化ｷｰ)は、64 ﾋﾞｯﾄ(5 ﾊﾞｲﾄ)又は 128 ﾋﾞｯﾄ(13 ﾊﾞｲﾄ)が利用でき

ます。また、より高いﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰを保つため、WEP ｷｰが自動的に生成される

ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞﾌﾚｰｽﾞを選択することも可能です。 
Key 1~4 
WEP ｷｰを 4つまで設定することが可能です。 
Active 
1つの WEP ｷｰだけをｱｸﾃｨﾌﾞにすることが可能です。 

Key 1~4 WEP ｷｰを 4つまで設定することが可能です。 
Active ﾀｰﾐﾅﾙ型式により、WiFi、Bluetoothなどが設定可能です。 

WPA 
WPA Passphrase 

ｾｷｭﾘﾃｨをより高めた WPA-PSK認証をｻﾎﾟｰﾄしています。ﾊﾟｽﾌﾚｰｽﾞは、8~63
文字でなければいけません。 
8200/8400 ｼﾘｰｽﾞは、WPA2-PSK認証もｻﾎﾟｰﾄしています。 

EAP 

EAP(Extensible Authentication Protocol)認証を有効にしたい場

合は、ﾁｪｯｸします。この認証方式では、ﾕｰｻﾞｰ名とﾊﾟｽﾜｰﾄﾞが必要になります。

Identify(ﾕｰｻﾞｰ名) 
ﾕｰｻﾞｰ名を最大 32文字で設定します。 
Password(ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ) 
ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞを最大 32文字で設定します。 
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Login 
ﾛｸﾞｲﾝに関する設定 

Login Name 
Key 

ﾛｸﾞｲﾝ名を設定します。 
Key(ｼｮｰﾄｶｯﾄｷｰ) 
ﾛｸﾞｲﾝ名入力を確定するｼｮｰﾄｶｯﾄｷｰを FN+0~FN+9で設定します。 

Login Password 
Key 

ﾛｸﾞｲﾝﾊﾟｽﾜｰﾄﾞを設定します。 
Key(ｼｮｰﾄｶｯﾄｷｰ) 
ﾛｸﾞｲﾝﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ入力を確定するｼｮｰﾄｶｯﾄｷｰを FN+0~FN+9で設定します。 

Auto Sign On 
ｵｰﾄﾛｸﾞｲﾝを行いたい場合は、ﾁｪｯｸをします。ﾎｽﾄｺﾝﾋﾟｭｰﾀがｵｰﾄﾛｸﾞｲﾝに対応し

ており、ﾕｰｻﾞｰ名/ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞが 20 文字以内で正しく設定されていることが条

件になります。(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値 ｵﾌ) 
 

Reset 
｢Reset｣ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸすると、全ての無線 LAN 設定がﾘｾｯﾄされﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値に戻ります。編集中だった設定は全てｸﾘｱ

されますので、ご注意ください。 
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6. ｴﾐｭﾚｰｼｮﾝ設定 
設定ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ(    又は｢Utilities…｢Configure｣)の Emulation ﾀﾌﾞでｴﾐｭﾚｰｼｮﾝに関する設定を行います。 
 

 
 
IBM5250 ﾀｰﾐﾅﾙのｴﾐｭﾚｰﾄを正常に動作させるには、ｴﾐｭﾚｰｼｮﾝ設定を正しく行うことが必須となります。ここで設定

した値をﾀｰﾐﾅﾙにﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞすると、ﾀｰﾐﾅﾙはその設定値をﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値として適用します。但し、ｵﾍﾟﾚｰﾀは、ﾀｰﾐﾅﾙのｼｽ

ﾃﾑﾒﾆｭｰや CipherNet-5250 ﾗﾝﾀｲﾑﾒﾆｭｰから直接設定値を変更することもできます。 
 

該当するﾀｰﾐﾅﾙﾒﾆｭｰ 
ﾗﾝﾀｲﾑﾒﾆｭｰ 
Screen Scroll & Control ｢Runtime Menu｣…｢2.Utilities｣…｢2.Emulation Settings｣ 

 

Language 
言語に関する設定 

Language 

使用するﾌｫﾝﾄ(言語)をﾌﾟﾙﾀﾞｳﾝﾘｽﾄから設定します。設定可能なﾌｫﾝﾄ(言語)
は下記の通りです。ｼﾝｸﾞﾙﾊﾞｲﾄｷｬﾗｸﾀ(英語)以外を使用する場合は、対応す

るﾌｫﾝﾄﾌｧｲﾙのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞを予め行っておく必要があります。 
 
 
言語名 ﾌｫﾝﾄﾌｧｲﾙ ﾌｫﾝﾄｻｲｽﾞ 
Single Byte Character(英語) 不要(ｼｽﾃﾑﾌｫﾝﾄ) 6x8, 8x16 
Traditional Chinese(中国語) TC ﾌｫﾝﾄﾌｧｲﾙ 16x16 
Simplified Chinese(中国語) SC ﾌｫﾝﾄﾌｧｲﾙ 16x16 
Korean(韓国語)  KR ﾌｫﾝﾄﾌｧｲﾙ 16x16 
Japanese(日本語)  JP ﾌｫﾝﾄﾌｧｲﾙ 16x16 
Greek(ｷﾞﾘｼｬ語)  Multi-Language ﾌｫﾝﾄﾌｧｲﾙ 6x8, 8x16 
French(ﾌﾗﾝｽ語)  Multi-Language ﾌｫﾝﾄﾌｧｲﾙ 6x8, 8x16 
 
英語･ｷﾞﾘｼｬ語･ﾌﾗﾝｽ語は、ｼﾝｸﾞﾙﾊﾞｲﾄ、その他はﾀﾞﾌﾞﾙﾊﾞｲﾄﾌｫﾝﾄです。 
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Screen Scroll & Control 
ｽｸﾘｰﾝｽｸﾛｰﾙと制御に関する設定 

Navigator 

ﾅﾋﾞｹﾞｰﾀはﾀｰﾐﾅﾙｽｸﾘｰﾝとﾎｽﾄｽｸﾘｰﾝの位置関係･相対関係を、ﾀｰﾐﾅﾙｽｸﾘｰﾝに表示

するｸﾞﾗﾌｨｯｸｱｲｺﾝ又はﾐﾆﾁｭｱｳｨﾝﾄﾞｳです。入力位置には、点滅したﾐﾆﾁｭｱｶｰｿﾙ

を表示します。None(無し)･Icon(ｱｲｺﾝ)･ﾐﾆﾁｭｱｳｨﾝﾄﾞｳ(20x15 又は

32x24)の何れかに設定可能です。(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値 None) 

Navigator Key ﾅﾋﾞｹﾞｰﾀｷｰは、ﾅﾋﾞｹﾞｰﾀの表示のｵﾝ/ｵﾌを切り替えるﾄｸﾞﾙｷｰです。Disable(無
し)･FN+0~FN+9の何れかに設定可能です。(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値 Disable) 

Horizontal Steps 

下記のｺﾝﾋﾞﾈｰｼｮﾝｷｰを押した際に、ﾎｽﾄｽｸﾘｰﾝのｶｰｿﾙを何ｽﾃｯﾌﾟ左右に移動させ

るかを設定します。(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値 19) 
左移動 8000 ｼﾘｰｽﾞ FN+｢-+$｣, 8200/8300/8400/8500 ｼﾘｰｽﾞ FN+｢←｣ 
右移動 8000 ｼﾘｰｽﾞ FN+｢%#.｣, 8200/8300/8400/8500 ｼﾘｰｽﾞ FN+｢→｣

Veritical Steps 

下記のｺﾝﾋﾞﾈｰｼｮﾝｷｰを押した際に、ﾎｽﾄｽｸﾘｰﾝのｶｰｿﾙを何ｽﾃｯﾌﾟ上下に移動させ

るかを設定します。(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値 7) 
 
上移動 FN+｢↑｣ 
下移動 FN+｢↓｣ 

Cursor Tracking 

ﾀｰﾐﾅﾙは、常に自動的にｶｰｿﾙ位置を追跡し、ｽｸﾘｰﾝ上に表示します。よって、

どのﾎｽﾄｽｸﾘｰﾝを表示する場合でも、必ず最初の入力ﾌｨｰﾙﾄﾞが表示されること

になります。但し、ﾛｯｸｽｸﾘｰﾝをｵﾝにすると、ｶｰｿﾙﾄﾗｯｷﾝｸﾞは、自動的にｵﾌに

なり、その反対も同じです。(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値 ｵﾝ) 
 
(*)この機能は、ﾎｽﾄ側でｽｸﾘｰﾝﾘﾌﾚｯｼｭが発生した場合にのみ動作します。 

Trim Spaces 

ﾎｽﾄｽｸﾘｰﾝから余分なｽﾍﾟｰｽを削除して、ﾀｰﾐﾅﾙｽｸﾘｰﾝに表示します。下記の例

を参照ください。(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値 ｵﾌ) 
 
元のﾎｽﾄｽｸﾘｰﾝ行 ->     1.Setup<- 
ﾄﾘﾑｽﾍﾟｰｽ後のﾀｰﾐﾅﾙｽｸﾘｰﾝ ->1.Setup<- 

Remove Empty Line 

ﾎｽﾄｽｸﾘｰﾝから余分な行を削除して、ﾀｰﾐﾅﾙｽｸﾘｰﾝに表示します。 
(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値 ｵﾌ) 
 
(*)この機能は、5250のﾌｨｰﾙﾄﾞ定義に矛盾が無い場合のみｵﾝにできます。

Cursor Flashing ｶｰｿﾙを点滅表示します。(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値 ｵﾌ) 
 

Message 
5250 ﾀｰﾐﾅﾙでは、ﾎｽﾄﾒｯｾｰｼﾞを表示する行が固定で確保されています。そこで CipherNet-5250 では、特定の行

を取得し、ﾀｰﾐﾅﾙｽｸﾘｰﾝにﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽとして、表示するよりﾌﾚｷｼﾌﾞﾙな方法を提供しています。 
 

 ﾎｽﾄからのﾒｯｾｰｼﾞを検出すると、ﾒｯｾｰｼﾞﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽは自動的にﾀｰﾐﾅﾙｽｸﾘｰﾝに表示されます。 
 

ﾎｽﾄﾒｯｾｰｼﾞに関する設定 

Line Number 
ﾎｽﾄﾒｯｾｰｼﾞが表示されるﾎｽﾄｽｸﾘｰﾝ行を設定します。ﾀｰﾐﾅﾙは、ここで設定した

行を取得して、ﾒｯｾｰｼﾞﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽに表示します。(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値 24) 

Fuction Key 
ﾒｯｾｰｼﾞﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽを再表示するためのﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰを設定します。ここで設

定されたﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰが押されると、直前に取得したﾎｽﾄﾒｯｾｰｼﾞをﾒｯｾｰｼﾞﾀﾞｲｱﾛ

ｸﾞﾎﾞｯｸｽに再表示します。(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値 Disable) 

Time out(Second) 
ﾒｯｾｰｼﾞﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽをｸﾛｰｽﾞするまでの時間を設定します。設定単位は、秒

です。(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値 3秒) 

Exclude String 
無視したいﾎｽﾄﾒｯｾｰｼﾞを設定します。ﾀｰﾐﾅﾙはここで設定されて文字列を含むﾎｽﾄﾒｯｾｰ

ｼﾞを無視し、ﾒｯｾｰｼﾞﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽを表示しません。(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値 COPYRIGHT)
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Font Size 
ﾌｫﾝﾄｻｲｽﾞは、ｼﾝｸﾞﾙﾊﾞｲﾄﾌｫﾝﾄとﾀﾞﾌﾞﾙﾊﾞｲﾄﾌｫﾝﾄの英数字表示に影響します。ﾀﾞﾌﾞﾙﾊﾞｲﾄﾌｫﾝﾄでは、8x16を設定してく

ださい。 
 

Field Length If Exceed 
5250 のﾌｨｰﾙﾄﾞ定義では、ﾃﾞｰﾀﾌｨｰﾙﾄﾞ長が予め定義されているため、実際の入力ﾃﾞｰﾀが定義されたﾃﾞｰﾀﾌｨｰﾙﾄﾞ長よ

り長かった場合の処理方法を決めておく必要があります。 
 

ﾃﾞｰﾀﾌｨｰﾙﾄﾞに関する設定 
Reject 入力ﾃﾞｰﾀを破棄します。(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ) 
Truncate 入力ﾃﾞｰﾀをﾃﾞｰﾀﾌｨｰﾙﾄﾞ長に切り詰めて採用します。超過部分は破棄します。

Split To Next Field 入力ﾃﾞｰﾀ全てを採用しますが、超過部分は次のﾃﾞｰﾀﾌｨｰﾙﾄﾞに入力されます。
 

Lock Screen 
ｶｰｿﾙﾄﾗｯｷﾝｸﾞがｵﾝになっている状態では、ﾀｰﾐﾅﾙｽｸﾘｰﾝの左上頂点座標はﾛｯｸされていません。つまり、ﾎｽﾄｽｸﾘｰﾝのｶｰ

ｿﾙ位置を自動的に追跡し、常にｶｰｿﾙを表示します。 
 
左上頂点座標をﾛｯｸする必要がある場合は、ﾛｯｸｽｸﾘｰﾝをｵﾝにして、固定したいﾎｽﾄｽｸﾘｰﾝの左上頂点座標(x,y)を設定

します。 
 
 
 

 この機能は、ﾎｽﾄｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝがﾀｰﾐﾅﾙｽｸﾘｰﾝに合わせて開発されており、表示したい全情報がｽｸﾘｰﾝ内に収まる場

合に非常に便利です。尚、ﾛｯｸｽｸﾘｰﾝをｵﾝにした場合、ｶｰｿﾙﾄﾗｯｷﾝｸﾞは自動的にｵﾌになります。 
 
ﾛｯｸｽｸﾘｰﾝでは、ﾀｰﾐﾅﾙｽｸﾘｰﾝの(0,0)座標がﾎｽﾄｽｸﾘｰﾝの(x,y)座標に関連付けられます。つまり、ﾎｽﾄｽｸﾘｰﾝのｶｰｿﾙ位

置に関係なく、常にﾎｽﾄｽｸﾘｰﾝの(x,y)座標がﾀｰﾐﾅﾙｽｸﾘｰﾝの左上頂点座標となり、表示が行われます。下図にﾎｽﾄｽｸﾘ

ｰﾝとﾀｰﾐﾅﾙｽｸﾘｰﾝの左上頂点座標の関係を示します。 
 

 
 
この例では、ｶｰｿﾙがﾀｰﾐﾅﾙｽｸﾘｰﾝの外側にあるため、ﾀｰﾐﾅﾙｽｸﾘｰﾝに表示されていない情報やｶｰｿﾙを表示したい場合は、

下記のｺﾝﾋﾞﾈｰｼｮﾝｷｰを使って手動で行う必要があります。 
 

左移動 8000 ｼﾘｰｽﾞ FN+｢-+$｣, 8200/8300/8400/8500 ｼﾘｰｽﾞ FN+｢←｣ 上移動 FN+｢↑｣ 
右移動 8000 ｼﾘｰｽﾞ FN+｢%#.｣, 8200/8300/8400/8500 ｼﾘｰｽﾞ FN+｢→｣ 下移動 FN+｢↓｣ 

 
ﾎｽﾄｽｸﾘｰﾝに終端座標に到達すると、警告ﾋﾞｰﾌﾟが鳴ります。継続して、ｺﾝﾋﾞﾈｰｼｮﾝｷｰを押し続けると、ﾀｰﾐﾅﾙｽｸﾘｰﾝは、

起点に設定されている(x,y)座標に表示を戻します。 
 

 8500 ｼﾘｰｽﾞでは、通常 FN+｢←｣｢→｣及び FN+｢↑｣｢↓｣はそれぞれ LCD ｺﾝﾄﾗｽﾄと LCD 濃度調整に割り付けられ

ていますが、ﾎｽﾄｺﾝﾋﾟｭｰﾀにﾛｸﾞｵﾝ後は、上記の動作に割り当てられます。 
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Func Toggle 
ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰ動作に関する設定 

Unlocked FN ｷｰを押すと、ﾌｧﾝｸｼｮﾝﾓｰﾄﾞになり、ｺﾝﾋﾞﾈｰｼｮﾝｷｰの 2番目のｷｰを押すと、ﾌｧﾝ

ｸｼｮﾝﾓｰﾄﾞを終了します。 
Locked FN ｷｰを押すと、ﾌｧﾝｸｼｮﾝﾓｰﾄﾞになり、再度押すと、ﾌｧﾝｸｼｮﾝﾓｰﾄﾞを終了します。

 
 8300/400/8500 ｼﾘｰｽﾞのﾃﾞｨﾌｫﾙﾄは、Unlocked です。8000/8200 ｼﾘｰｽﾞは、Locked ﾓｰﾄﾞのみをｻﾎﾟｰﾄして

います。 
 

Keypad Type 
8300/8400/8500 ｼﾘｰｽﾞには、2種類のｷｰﾊﾟｯﾄﾞﾀｲﾌﾟが用意されています。 
 

ｷｰﾊﾟｯﾄﾞﾀｲﾌﾟに関する設定 

8300/8400 ｼﾘｰｽﾞ 

24 ｷｰ又は 39 ｷｰの何れかに設定します。 
 

8500 ｼﾘｰｽﾞ 

24 ｷｰ, 44 ｷｰ, 44-TE ｷｰの何れかに設定します。44-TE ｷｰﾀｲﾌﾟは、ﾀｰﾐﾅﾙｴﾐｭ

ﾚｰｼｮﾝﾓﾃﾞﾙ専用の特別ﾓﾃﾞﾙです。 
 

 

Function Key Mapping 
ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄでは、FN+1~FN+9 は、それぞれ PF1~PF9 に割り当てられています。割り当てられたｷｰの変更を行いたい

場合は、そのｷｰをｸﾘｯｸして、任意のｷｰを再割り当てしてください。 
 

 
 

telnet ｾｯｼｮﾝで必要となるｷｰ 
ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰ 割り当られたｷｰ 備考 
利用可能ｷｰ F3 ﾛｸﾞｵﾌ要求 
利用可能ｷｰ F12 ﾀｽｸのｷｬﾝｾﾙ 
利用可能ｷｰ Switch Key(ｽｲｯﾁｷｰ) ｢4.2. RFID ﾘｰﾀﾞ｣を参照 
Tab又は利用可能な他おｷｰ NEXT Key(ﾈｸｽﾄｷｰ)  
利用可能ｷｰ Name Key(ﾈｰﾑｷｰ) P.22 ｢Login｣を参照 
利用可能ｷｰ Password Key(ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞｷｰ) P.22 ｢Login｣を参照 
利用可能ｷｰ Navigator Key(ﾅﾋﾞｹﾞｰﾀｷｰ) P.24 ｢Screen Scroll & Control｣を参照 
利用可能ｷｰ Message Key(ﾒｯｾｰｼﾞｷｰ) P.24 ｢Login｣を参照 

 

Reset 
｢Reset｣ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸすると、全てのｴﾐｭﾚｰｼｮﾝ設定がﾘｾｯﾄされﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値に戻ります。編集中だった設定は全てｸﾘｱさ

れますので、ご注意ください。 
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7. ｽｸﾘｰﾝﾘﾌｫｰﾏｯﾄ(有償ｱｸﾃｨﾍﾞｰｼｮﾝｷｰが必要) 
設定ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ(    又は｢Utilities…｢Configure｣)のScreen ﾀﾌﾞでｽｸﾘｰﾝﾘﾌｫｰﾏｯﾄに関する設定を行います。但し、

この機能は、有償のｱｸﾃｨﾍﾞｰｼｮﾝｷｰを購入した場合にのみ使用できる機能です。 
 

 
 
 

7.1. ｽｸﾘｰﾝﾘﾌｫｰﾏｯﾄ機能をｱｸﾃｨﾌﾞにする 
下記の手順に従って、ｽｸﾘｰﾝﾘﾌｫｰﾏｯﾄ機能をｱｸﾃｨﾌﾞにします。 
 
1. ﾀｰﾐﾅﾙの電源をｵﾝにし、CipherNet-5250 ﾗﾝﾀｲﾑﾒﾆｭｰから｢2.Utilities｣…｢2.Emulation Settings｣…

｢Activation Key｣を選択します。 
 

    
 

2. ｱｸﾃｨﾍﾞｰｼｮﾝｷｰﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝするか、ｱｸﾃｨﾍﾞｰｼｮﾝｷｰをｷｰﾊﾟｯﾄﾞで入力します。 
3. CipherNet-5250 ﾗﾝﾀｲﾑﾒﾆｭｰに戻り、｢1.Telnet｣を選択して、ｽｸﾘｰﾝﾘﾌｫｰﾏｯﾄが有効な新しいｾｯｼｮﾝを開始し

ます。 
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7.2. ﾎｽﾄｽｸﾘｰﾝをｷｬﾌﾟﾁｬする 
7.2.1. ﾎｽﾄｺﾝﾋﾟｭｰﾀにﾛｸﾞｵﾝする 
下記の手順に従って、ﾎｽﾄｺﾝﾋﾟｭｰﾀにﾛｸﾞｵﾝします。 
 
1. CipherNet-5250.exeをﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸして実行します。 
2. ﾗｲｾﾝｽ同意ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが表示されれば、｢OK｣をｸﾘｯｸします。 
3. ﾒﾆｭｰから｢Telnet｣…｢Connect｣を選択します。ｱｲｺﾝ    をｸﾘｯｸしても OKです。 

 

     
 

4. ﾎｽﾄｺﾝﾋﾟｭｰﾀの IP ｱﾄﾞﾃﾞｽを入力し、｢OK｣ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸします。ｾｯｼｮﾝﾛｸﾞを記録したい場合は、｢Save Log｣にﾁｪ

ｯｸを入れます。ﾛｸﾞﾌｧｲﾙは、CipherNet-5250.exeと同じﾌｫﾙﾀﾞ内の Logs ﾌｫﾙﾀﾞに保存されます。 
 

     
 

5. ｾｯｼｮﾝが開始すると、ﾛｸﾞｲﾝｽｸﾘｰﾝが表示されます。ﾕｰｻﾞｰ名とﾊﾟｽﾜｰﾄﾞを入力し、ﾛｸﾞｲﾝしてください。 
 

   
 

6. ﾛｸﾞｲﾝに成功すれば、ｷｬﾌﾟﾁｬしたいﾎｽﾄｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝを実行します。 
 
 

 事前に無線 LANに関する設定を正しく行う必要があります。 
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7.2.2. ﾎｽﾄｽｸﾘｰﾝのｷｬﾌﾟﾁｬ 
CipherNet-5250 の｢Telnet｣ﾒﾆｭｰ又は以下のｱｲｺﾝを使って、ﾎｽﾄｽｸﾘｰﾝのｷｬﾌﾟﾁｬを行います。CipherNet-5250
のｳｨﾝﾄﾞｳ左下には、現在の状態を示すｽﾃｰﾀｽﾒｯｾｰｼﾞが表示されます。 
 
1. ｱｲｺﾝ     をｸﾘｯｸして、ｷｬﾌﾟﾁｬ処理を開始し、ﾌｧｲﾙ(.scr)に記録します。 

ｽﾃｰﾀｽﾒｯｾｰｼﾞ : Ready to capture. 
 

2. ｱｲｺﾝ     をｸﾘｯｸして、表示中のﾎｽﾄｽｸﾘｰﾝをｷｬﾌﾟﾁｬします。必要のないｽｸﾘｰﾝの場合は、そのままｽｷｯﾌﾟします。 
ｽﾃｰﾀｽﾒｯｾｰｼﾞ : A total if screens that have been captured. 
 

3. 必要な全てのﾎｽﾄｽｸﾘｰﾝのｷｬﾌﾟﾁｬが終了すれば、ｱｲｺﾝ     をｸﾘｯｸして、ｷｬﾌﾟﾁｬ処理を終了します。 
 

4. ﾒﾆｭｰ｢Utilites｣…｢Configure｣の Screen ﾀﾌﾞでｽｸﾘｰﾝﾘﾌｫｰﾏｯﾄ処理を行います。 
 
 

 必要なﾎｽﾄｽｸﾘｰﾝを全てｷｬﾌﾟﾁｬしてください。もし、必要かどうか不明な場合もｷｬﾌﾟﾁｬを行うようにします。 
ｽｸﾘｰﾝﾘﾌｫｰﾏｯﾄでﾌｧｲﾙ(.scr)をﾛｰﾄﾞし、いつでも不要なｽｸﾘｰﾝを削除することができます。 
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7.3. ﾎｽﾄｽｸﾘｰﾝのﾘﾌｫｰﾏｯﾄ 
ﾘﾌｫｰﾏｯﾄの目的は、ﾎｽﾄｽｸﾘｰﾝをﾀｰﾐﾅﾙｽｸﾘｰﾝで最適に表示することです。 
 
ﾘﾌｫｰﾏｯﾄの設定ｽｸﾘｰﾝは、左右 2 つのﾊﾟｰﾄに分れています。左は、ﾘﾌｫｰﾏｯﾄを行う対象となるｷｬﾌﾟﾁｬしたﾎｽﾄｽｸﾘｰﾝが

表示され、右は、そのﾎｽﾄｽｸﾘｰﾝをﾀｰﾐﾅﾙｽｸﾘｰﾝ用に最適化するためのﾘﾌｫｰﾏｯﾄ設定ﾌｫｰﾑになります。 
 
 

7.3.1. ﾎｽﾄｽｸﾘｰﾝ 

 
 

Load Host Session Screens 
｢Load Host Session Screens｣ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして、ﾌｧｲﾙ(.scr)をｲﾝﾎﾟｰﾄします。 
 

 表示中のﾎｽﾄｽｸﾘｰﾝﾍﾟｰｼﾞの任意の位置をｸﾘｯｸすると、その位置情報が(Row,Column)に表示されます。 
 水平及び垂直ｽｸﾛｰﾙﾊﾞｰをｸﾘｯｸ/ﾄﾞﾗｯｸﾞして、表示中のﾎｽﾄｽｸﾘｰﾝﾍﾟｰｼﾞの表示領域を移動することができます。 
 下記の 4つのﾎﾞﾀﾝを使って、表示ﾍﾟｰｼﾞを切り替えることができます。 

 

 先頭ﾍﾟｰｼﾞを表示します。 

 前のﾍﾟｰｼﾞを表示します。 

 次のﾍﾟｰｼﾞを表示します。 

 最終ﾍﾟｰｼﾞを表示します。 

 

Delete Current Page 
｢Delete Current Page｣ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸすることで、表示中のﾘﾌｫｰﾏｯﾄに不要なﾎｽﾄｽｸﾘｰﾝﾍﾟｰｼﾞを削除できます。 
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7.3.2. ﾘﾌｫｰﾏｯﾄ設定ﾌｫｰﾑ 

 
 

Reformat Page to 
各ﾎｽﾄｽｸﾘｰﾝﾍﾟｰｼﾞに異なるﾍﾟｰｼﾞﾌｫｰﾏｯﾄを設定することができます。 
 

 この設定は、使用するﾀｰﾐﾅﾙ及びﾌｫﾝﾄｻｲｽﾞに依存します。 
 

Field x y 
 対応するﾎｽﾄｽｸﾘｰﾝﾒｯｾｰｼﾞ行が、入力ﾌｨｰﾙﾄﾞで無い場合、｢nil｣とします。 
 対応するﾎｽﾄｽｸﾘｰﾝﾒｯｾｰｼﾞ行が、入力ﾌｨｰﾙﾄﾞの場合、ﾌｨｰﾙﾄﾞ番号の選択し、必要であれば、ﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄﾒｯｾｰｼﾞの編

集を行います。ﾎｽﾄｽｸﾘｰﾝの入力ﾌｨｰﾙﾄﾞﾄｰﾀﾙ数が、ﾌｨｰﾙﾄﾞ番号ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾀﾞｳﾝﾘｽﾄに反映されます。 
 

Terminal Screen 
必要であれば、ﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄﾒｯｾｰｼﾞの編集を行います。 
 

Line No. 
ﾀｰﾐﾅﾙｽｸﾘｰﾝに表示される時の行番号です。 
 

        ﾎﾞﾀﾝ 
ﾎｽﾄｽｸﾘｰﾝﾒｯｾｰｼﾞが 8行を超える場合に有効になります。ｸﾘｯｸすることで、前に戻ったり、次の行表示に移ったりで

きます。 
 

Reset 
｢Reset｣ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸすると、全てのｽｸﾘｰﾝﾘﾌｫｰﾏｯﾄ設定がﾘｾｯﾄされﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値に戻ります。編集中だった設定は全てｸ

ﾘｱされますので、ご注意ください。 
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7.3.3. ｽｸﾘｰﾝﾘﾌｫｰﾏｯﾄ例 

 
 

 ﾎｽﾄｽｸﾘｰﾝがﾄｰﾀﾙ 3 ﾍﾟｰｼﾞｲﾝﾎﾟｰﾄされており、現在 1 ﾍﾟｰｼﾞ目の作業中です。 
 ﾎｽﾄｽｸﾘｰﾝｳｨﾝﾄﾞｳ(左側)より、4行のﾒｯｾｰｼﾞ行と 1行のﾌﾞﾗﾝｸ行があることが分ります。ﾌﾞﾗﾝｸ行は無視し、単純

にｽｷｯﾌﾟして、ﾘﾌｫｰﾏｯﾄを行います。 
 ﾘﾌｫｰﾏｯﾄ設定ﾌｫｰﾑｳｨﾝﾄﾞｳ(右側)で、ﾒｯｾｰｼﾞやﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄの編集を行います。 
 下記に、この例のﾘﾌｫｰﾏｯﾄ前のﾎｽﾄｽｸﾘｰﾝとﾘﾌｫｰﾏｯﾄ後のﾀｰﾐﾅﾙｽｸﾘｰﾝの対応表を示します。 

 
行 ﾎｽﾄｽｸﾘｰﾝ 行 ﾀｰﾐﾅﾙｽｸﾘｰﾝ 
1 Sign On 1 Main Menu 
2 System … 2 Username: 
3 Subsystem … 3 Password: 
4 Display … 4 Program: 
5 ﾌﾞﾝﾗｸ 5 Menu: 
6 User … 6 Library 
7 Passsword … 7 (ﾌﾞﾗﾝｸ) 
8 Program/procedure … 8 Welcome to CipherLab 
9 Menu … 9  
10 Current library … 10  
ﾘﾌｫｰﾏｯﾄ前 ﾘﾌｫｰﾏｯﾄ後 

 
 ﾎｽﾄｽｸﾘｰﾝｳｨﾝﾄﾞｳ(左側)の     をｸﾘｯｸして、次のﾎｽﾄｽｸﾘｰﾝﾍﾟｰｼﾞに移ります。もし、必要のないｽｸﾘｰﾝであれば、

そのﾍﾟｰｼﾞを                  をｸﾘｯｸして削除します。削除しなければ、そのﾍﾟｰｼﾞはﾌﾞﾗﾝｸﾍﾟｰｼﾞとして、ﾀｰ

ﾐﾅﾙｽｸﾘｰﾝに表示されます。 
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8. GPRS設定 
GPRS は、ﾖｰﾛｯﾊﾟや中国など多くの国で普及している高速ﾃﾞｰﾀ伝送技術ですが、日本や韓国では採用されていない

規格のため、本書では、説明を割愛します。 
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補足 A. RFIDﾀｸﾞｻﾎﾟ-ﾄ表 
RFID ﾘｰﾀﾞ/ﾗｲﾀを搭載したﾀｰﾐﾅﾙは、ISO 15693, ICODE®, ISO14443A, ISO14443Bなど各種 RFID ﾀｸﾞに対し、

ﾘｰﾄﾞ又はﾘｰﾄﾞ/ﾗｲﾄに対応します。ここでは、RFID ﾓｼﾞｭｰﾙﾊﾞｰｼﾞｮﾝ 1.0を元にｻﾎﾟｰﾄ表を記載しています。RFID ﾓｼﾞ

ｭｰﾙのﾊﾞｰｼﾞｮﾝが 0.9又はそれ以前の場合は、結果が異なりますので、ご了承ください。 
 

AGC_RFID ﾓｼﾞｭｰﾙﾊﾞｰｼﾞｮﾝ 1.0 UIDのみ ﾘｰﾄﾞﾍﾟｰｼﾞ ﾗｲﾄﾍﾟｰｼﾞ
ISO 14443A Mifare Standard 1K ■ ■ ■ 
 Mifare Standard 4K ■ ■ ■ 
 Mifare Ultralight ■ ■ ■ 
 Mifare DESFire ■ --- --- 
 Mifare S50 ■ ■ ■ 
 SLE44R35 ■ --- --- 
 SLE66R35 ■ ■ ■ 
ISO 14443B SRIX 4K ■ ■ ■ 
 SR176 ■ ■ ■ 
ISO 15693 ICODE SLI ■ ■ ■ 
 SRF55V02P ■ --- --- 
 SRF55V02S ■ --- --- 
 SRF55V10P ■ --- --- 
 TI Tag-it HF-I ■ ■ ■ 
ICODE® (Phillips) ICODE ■ ■ ■ 

 
 

 CipherNet-5250 ﾀｰﾐﾅﾙｴﾐｭﾚｰﾀは、RFID ﾀｸﾞへのﾘｰﾄﾞのみｻﾎﾟ-ﾄしています。 
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